
○ 生乳の取引乳価（総合乳価※）は、季節や需給環境により変動するが、直近では生産コストの上昇等に伴う飲用乳価の引上げにより令和元年度12-２月比で
2.7％上昇。 ※ 総合乳価とは、乳製品向けを含む生乳取引価格から集送乳経費や手数料を控除し、加工原料乳生産者補給金等を加算したもの。農家の手取り乳価

○ 牛肉・豚肉の卸売価格は、食肉市場のセリにおいて需給バランスにより決定されるが、牛肉は令和元年度と比較して乳用種は３％上昇、和牛は2.7％
下落、交雑種はと畜頭数の増加等により11.4％下落。豚肉は輸入豚肉の高騰等を背景に国産の引き合いが高まり、令和元年度と比較し13.9％上昇。

○ 鶏肉の卸売価格は、輸入鶏肉の高騰等を背景に国産の引き合いが高まり、令和元年度と比較し37.3％上昇。
○ 鶏卵の卸売価格は、生産コストの上昇に加え鳥インフルエンザの発生による供給量減少等により、令和元年度と比較し88.4％上昇。

（参考）畜産物の卸売価格の動向
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資料：農林水産省「畜産物流通統計」（中央食肉10市場（全規格加重平均）
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資料：農林水産省「畜産物流通統計」（中央10市場（全規格加重平均））
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資料：農林水産省「農業物価統計調査」（総合乳価）
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資料：農林水産省統計部「食鳥市況情報」（kgを100ｇあたりの価格に換算）

120 (R2.3)

209 (R5.3)

70

90

110

130

150

170

190

210

H30 R元 R2 R3 R4

鶏卵の卸売価格（円/10個）

資料：JA全農たまごの東京M規格の１ｋｇあたり価格を１０個入りパックに換算

R元年度比
＋88.4％

(年度) (年度)

（円/100g）

R元年度比
＋37.3％

参考資料

33
1



241(R元.8)
236(R2.3)

243(R4.5)

263(R5.3)
268(R2.4) 263(R2.11)

268(R5.3)

200

210

220

230

240

250

260

270

280

H30 R元 R2 R3 R4

豚肉「国産ロース」「国産バラ」の小売価格

○ 牛乳の小売価格は、飲用向け乳価の上昇に伴い、直近では令和元年度３月比と比較し9.3％上昇。
○ 牛肉・豚肉の小売価格は、食肉市場のセリ価格等を基準に設定されるが、牛肉は令和元年度と比較しやや上昇、豚肉は輸入豚肉の高騰等を

背景に、近年需要が高まっているバラでは11.4％上昇。
○ 鶏肉の小売価格は、輸入鶏肉の高騰等を背景に国産の引き合いが高まり、令和元年度と比較し11.5％上昇
○ 鶏卵の小売価格は、生産コストの上昇に加え鳥インフルエンザの発生による供給量減少等により、令和元年度と比較し28.7％上昇

2

（参考）畜産物の小売価格の動向

資料：総務省「小売物価統計調査」
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（参考）牛乳乳製品の流通

実需者
酪
農
家

乳業農
協
・
酪
農
協
・
事
業
協
同
組
合
等

指定事業者
（１⼜は２以上
の都道府県の区
域で集乳を拒否
しない事業者）
※ うち、⽣乳⽣
産者団体であるも
のを「指定⽣乳⽣
産者団体」という

農
協
連
・
酪
連
等

乳業に直接⽣乳を販売する酪農家（第２号対象事業者）

乳製品を加⼯販売する酪農家（第３号対象事業者）

⽣乳を集めて乳業に販売する事業者（第１号対象事業者）

消費者

価格は両
者が個別
に決定

卸・⼩売

・パン工場
・飲料メーカー等

指定団体等
（第１号対象
事業者）
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（参考）牛肉・豚肉の流通

多数の購買者が価格をセリ合い⼀番⾼い価格をつけた者が買い受ける
「セリ売」により枝⾁卸売価格を形成（→建値形成の機能）

⽣産
農家

⾷⾁卸売市場

⾷⾁センター

と畜・解体から部分⾁等
への処理までを実施。
卸売市場の価格を参考に
した取引（建値取引）

その他と畜場
卸売市場の価格を参考に
した取引（建値取引）

外
⾷
店

量
販
店

⼩
売
店

消
費
者

輸⼊⾷⾁

卸売業者

⾷⾁加⼯業者

国内
37%輸⼊

63%

国内⽣産量と輸⼊量の割合
（令和３年度）

⽜⾁ 豚⾁

国内
50%

輸⼊
50%

輸出
（輸出割合は⽜⾁２％、豚⾁0.2％）

＊輸出割合＝輸出量/国内⽣産量（令和３年度）輸⼊量（部分⾁ベース）
（令和３年度）
⽜⾁ 569千トン
豚⾁ 929千トン

⽣産量（部分⾁ベース）
（令和３年度）
⽜⾁ 336千トン
豚⾁ 923千トン
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⾷
⿃
処
理
場

輸出（鶏⾁/鶏⾁調製品※２）

⽣産・処理・流通が⼀体化した
インテグレーション化の進展

正⾁⾁⽤鶏⽣産量
1,678千トン
（64.4%）

輸⼊量
927千トン
（35.6%）

インテグレーション化した企業が
国産鶏⾁の９割以上を取り扱い

（参考）鶏肉の流通

⽣
産
農
家

※１：R3年度⾷料需給表（採卵鶏を含む）
※２：唐揚げ、焼き⿃、フライドチキン、チキンナゲット、サラダチキン等

荷受業者

加⼯品

⼩売

外⾷店

加⼯

消費者

輸⼊
（鶏⾁/鶏⾁調製品※２）

※１

※１

輸出量 0.3％
輸出割合＝輸出量/国内⽣産量※１
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輸⼊量
115千トン
（4％）

輸出（殻付き卵、加⼯卵※２）

Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ổ

⽣

産

農

家

（割卵・ゆで卵等）

輸⼊鶏卵

（製菓・製パン・
マヨネーズ等）

⽣産量
2,582千トン
（96％）

（参考）鶏卵の流通

※１：R3年度⾷料需給表
※２：温泉たまご、錦⽷卵等

⼩売

外⾷店

⼆次加⼯業者

消費者

⼀次加⼯業者

荷受業者

直売等

50%

30%

20%

輸出量１％
輸出割合＝輸出量/国内⽣産量

※１

※１

※１
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